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牛尾悦子 氏

認定NPO法人あけびには、ボランティアサークル『和と輪』があり、来年で結成20周年を迎え

ます。2007年6月14日に10名のメンバーで準備会が始まり、同8月9日に結成総会が執り行われま

した。あけびの理念に賛同してくださる方々による専属ボランティアサークルです。

結成総会で、会長の福丸さんが「お互い何でも言える関係を作り、あけびを支えていける組織にし

たい」事務長の吉原さん「あくまで職員の指示に従い事故が起こらないように」和泉さん「参加す

る側も楽しく取り組めるような雰囲気作りをしたい」とのお言葉。たくさんの方々が私たちを支え

てくださると思うと、あけびがとても層の厚い組織になったような誇らしい心地がしたものです。

この19年間、

・パーキンソン病友の会患者家族交流会（全国大会・兵庫県大会）のお手伝い

・医療講演会の手伝い

・日々の調理補助、送迎車のお世話、温熱療法、各事業所間の連絡便

・あけび行事（周年記念講演会、餅つき、花見、浜坂カニ旅行、合同運動会、合同カラオケ大会、

卓球大会、ひめされん祭り、盆踊り大会、芋煮会、作品展搬入搬出など）数え上げたらキリがな

いほどの活動をしてくださっています。あけびのこれまでの歩みに、ボランティアさんの活躍は無

くてはならない大きな存在です。

常時10名ほどのメンバーがおられ、2か月に1度のボランティア会議の他に、初詣や年に一度の

親睦旅行をされています。副会長の和泉さんが旅行の行程を組み、会計さんが仕切っておられ、い

つも楽しい珍道中？エピソードを聞かせてもらっています。皆さんイキイキと楽しまれており“素

敵だなぁ～”という気持ちで拝見しています。

先日、ボランティア会議100回を記念して、あけび主催の食事会をしました。美味しいお酒とお

食事をいただきながら思い出話に花が咲きました。会長さんから「毎週、ボランティアに行くと思

うと元気で頑張らねば！という気持ちになる。あけびに活かされている」と嬉しいお言葉をいただ

きました。心から感謝です。これからも、お元気で更なるご活躍を祈念いたします。

新メンバーいつでも大募集です！！ （岡野 紀美子）
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♪ライブ

お馴染みギターの“アキさん”とアコーディオン担当

で初登場の“なるみさん”に来ていただきました。

あけびの実のテーマソング「上を向いて歩こう」を披

露していただき大盛り上がり。しんどい…と言われて

いた方も前に出て演奏が始まると、気持ちが前向きに

なり笑顔いっぱい、最後まで歌われました。

♪緑のカーテン

ボランティアさんに植えていただいたゴー

ヤが今年も見事です！お陰様で酷暑の日も

涼し気です。ありがとうございます。

♪レク各種

午後からの体操後、お好きなことをされています。紅白に別れての対戦や麻雀などに取り組まれています。

♪利用者様の連絡ノートから

ご家族様（木家さんの娘さん）

からいただいたガーゼの手作り

ハンカチとマスク、かわいい色

でバッグに入れて眺めているだ

けで幸せな気分になります。あ

りがとうございました～

フラハンド!

有酸素運動を取り入れたフラ

ハンドは、バランス感覚も養

えます。

歌を歌いながらフラハンド

を回すと、有酸素運動・バ

ランス感覚・発声と一度に3

つを同時に行って、一石三鳥。

今月より同事業所の理学療法士・作業療法

士が、午後からの個別リハビリを行ってい

ます。専門職の知識と技術で予防介護・医

療を充実させていきたいと考えています。

あけびはパーキンソン病専門として活動し

ていますが、自立を目指す方ならどなたで

もご利用ください。お待ちしています。

楽しみながら行うのが一番です。

発 声

１日の終わ

りには大き

な声を出し

て歌います。



七夕に、願いを込めて短冊と、自

分のスケジュールが一目でわかる

「カレンダー作り」をしました。

思い思いのオリジナルカレンダー

の出来栄えに満足・満足。思った

より時間がかかりましたが、久し

ぶりに、時間がたつのを忘れて集

中しました。

★今月の誕生会は、フラハ

ラウオ・レアレアさんのフ

ラダンスとウクレレ演奏を

楽しまれました。

★夢前町の蓮畑見学。蓮は朝のうち

がよく咲くので、午前中に出かけま

した。とても暑かったですが、夏の

空に美しい花がよく映えました

★今月の壁画はひまわり畑です

ジーンズリメイク

スタッフが履かなくなったジーンズの処

分に困っていたら、「こんなの出来まし

た！」と、見事に変身したバックを持っ

てきてくださいました。

プロ並みの仕上がりにみんなも驚きを隠

せません。

★季節感あふれる（七夕、スイカ、半夏生

のタコ釣り）ゲームやリハビリを兼ねたグ

ラグラタワーや風船バレーなど、レクリエー

ションを楽しんでいただいております。

★今月の制作は、水中を泳ぐ金魚の壁飾りです。

思わず“可愛い～”と歓声が上がりました。

★北風さんの埼玉

のお孫さんとイタ

リアのお孫さんが

遊びに来てくれた

ので運動会をしま

した。皆さん、可

愛いお孫さんから

元気パワーをもら

われました



 
 

の里

パーキンソン病友の会 姫路ブロック

＊8月患者・家族交流会

＊「卓球クラブ」８月・9月予定

：

連絡先（２８０－６９３１）

8月は休みです

お知らせ

姫路市難病相談会

【日時】2026年9月26日（土）13：00～15：30

【場所】姫路市総合福祉会館５階

【講師】倉敷平成病院

倉敷ニューロモデュレーションセンター

センター長 牟礼 英生 医師

医療相談会

西播磨病院 水田英二先生

日時：8月21日［金］

13：00～（要申込 ）

場所：あけびの輪

8月は休みです

今月のお役立ち情報を見て、だいぶ以前のことになり

ますが、こんな記事を思い出しました。

長野県の特別養護老人ホームで、おやつのドーナツを

食べた後に入所者が意識を失い、その後死亡、その場に

いた准看護師を業務上過失致死罪で送検・起訴された。

長野地裁の一審は有罪判決を出しましたが、東京高裁は

逆転無罪とし、検察は上告を断念し、無罪が確定した。

弁護団長は「この裁判は准看護師一人だけのものでなく、

入所者が食べたいものが食べられなくなり、人としての

尊厳が守られなくなるという介護の未来をかけたものだっ

た」と強調された。また、「高裁の逆転無罪判決は、お

やつと食事が『精神的な満足感や安らぎを得るために有

用かつ重要』と述べ、介護の萎縮を払拭させた。」と述

べておられます。

デイサービスや入居施設においては、日常的に起きる

問題だけに、大きな問題定義が投げかけられたように感

じました。いつも危機感を持って接しているゆえに「家

に持って帰らないでください」「部屋に持って帰らない

でください」「部屋で一人で食べないでください」とか

危険を回避するための言葉をついつい発しています。

「もしも」と思うとあえて「かまいませんよ」とは言い

づらい。一見正論に見えるこの言葉にたより、自分自身

の保身に走っていないだろうか。

あけびの理念の中に、「人として尊厳ある日常生活を

送れるように……」とある。

こんな言葉をあけびだよりに掲載したことがありました。

今も変わらない思いではありますが、ニュースでいろ

いろな事故の話を聞くと背筋に冷たいものが走ります。

介護の現場ではみな同じ思いを抱えていると思いますが、

利用者の尊厳を守りつつ、おやつと食事が『精神的な満

足感や安らぎを得るために有用かつ重要』と述べられた

意味を考えたい。「安全」は大切だが、過剰に「安全」

のみを求めれば、高齢者施設では提供できる食べ物は限

られてしまうのではないか。

安全を最大限にまもりながら、楽しく食べて頂けるよ

う工夫していきたいと思います。 （林 幸子）

場所：ルネス花北体育館
持物：上靴・ラケット

9月22日（火)13:00～1５:00～

9月練習日

友の会練習日（時間）

9月1･8･15･29日(火)15:00～17:00

年齢を重ねると筋力が落ちてくると言われており、

その中でも喉の筋肉は体の他の箇所よりも特に落ち

やすいそうです。

喉の筋肉が落ちてしまうと、食事を飲みこむ際の

「ごっくん」の動作が弱くなり、誤嚥や窒息などの

リスクが高まります。

そこで、今回はご自宅でも何も道具を使わずに喉を

鍛える方法を紹介します。

これだけです。

まずは1日に10回行ってみてください。

（1日に10回といっても、朝・昼・晩合わせて10回

でいいので、例えば朝3回、昼4回、晩3回でもいい

ですし、朝5回、晩5回でも構いません。食事の前

などに行うと効果的かと思います。）

ただし1つだけ注意点があります。舌で口の天井を

押す際はとにかく思いっきり！です。

（喉の筋肉は少ないので少しの負荷ではあまり効果

が見られず、最低でも自分が出せる最大の力の8割

は必要になります。）

筋肉が保たれている今のうちから行うことで、一日

でも長く食事を楽しめるようにしていきましょう。

（藤定 祐子）

① 口をしっかり閉じる

② 舌で口の天井（上の歯の後ろあたり）

を5秒間思いっきり押し続ける

【お役立ち 情 報】

植
田
光
子
氏

安
田
佳
子
氏

松原良一氏

田中千満氏

埴岡嘉世子氏


